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図一２　Cen ter Field をかえて安定軌道上の
圀　電子線取り出し加速管の構造と性能…………………………
[a]－1　ピーラの材料と構造………………………
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　ウス社のSlep i anが　その着想に成功し　その後　WiderSe (スイス）





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　ａ : center fieldの磁束密度（磁束密度に比例）
　　　　b : cen ter fieldとgu i di ng fieldとのつなぎ目の直線部の
　　　レ　　傾斜
　　　　ｃ : cent e r fieldの半径　　（ｃｍ）




































































































Hｒ＝1 7.9 ’0.2（r －6.1 ) - 1 1.9 D _g-05(r-6.l) j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－24）
　また　中心部の空隙1 7.7　　中心部の磁束密度1 7.9とすれば




Ｔ（ｃｍ） ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １８ １４ １５ １６ １７
Hr 17.9 11.2 8.0 64 5.7 5.2 4.9 4.7 4.4 t2 4j） 8.8
ら 17.7 ２８ｊ 39.8 4 9.8 5 6.0 61.3 6 5.0 ６８ｊ ７２４































　　　　a =1 8　ｃ＝６　子午面上において, n= 1となる半径をfl＝10
として　d=l 2, 1 3に対する磁極の傾斜を与える要素ｂ,αは第1-22
図におけるハッチング部分においてはＯくｎ＜１の条件から，はずれて
不都合な値となる。
　いま, a=l 8　c＝6とし1 b, d,αをかえた場合の　ｒと与との関
係を計算したものを第1-23図(ａ)バb), (c)に示し
　第１－２４図(a)(b)(c)はａ＝18 c＝6（t＝13とした場合，第1 -25図


























































































磁極の種類 ａ ｂ Ｃ ｄ α
標　　　準 １８ 0.1 ６ 1 3.2 5 0.9


























































　c en ter f ield部とguidi ng field部とが分割できない構造で　磁
極全体の材料をＹ－５またはＹ －185の如き高導磁牢の珪素鋼板を使う。
　また，第1-29図のような構造の場合は９とくに大きい導磁率を必要と


































































































































































　磁極の中央部は1 1 5 OOgauss端部は3 0 0 0 gauss位になり，珪素鋼




































機　械　番　号 １ ２ ３ ４
鋼板相互間に入れる
コンデンサペーパー
あ　・り あ　り あ　り な　し
磁極取付ボルト
鉄 鉄 ステンレス ステンレス
焼　　　　　　　鈍 な　し あ　り な　し な　し
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　一方　ro = 1 4.5とすると　安定軌道上の磁界の強さHoは
　１ ５MeV ベータトロンを目標とする場合には(１一口)式より
　　　　　15=3X1 4.5 XH,×1 0 "-0.5 1
　　　　　　　Ho =3560 gauss















































































































































































































































































































　　第２－９図の回路の負荷としてZl - j XL　をつなぐと，
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　　線間電圧Vab ，Vbc, Vbnと相聞電圧Van, Vbn, ｖｃｓの関係は
Vab = Van －Vbn
Vbn = Vbn -VCN




























































































　　　d = tan-1 -や≒ΞMy-＞0　　となる。
　　したがって，lｓは誘導性となり　φ，は　φlに対して　位相のおく
　れはご大きくなる。全磁束は，基本波と第３高調波成分のみと考えると
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χ 戸 ｀ し
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第２－３９図２次側短絡時の２次電流波形
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(3) Vl=12 0～１３０ Ｖ付近
　　前項と同様の状態であるが，振動が少なくなる(第２－４２図(c),(d))。


















































































　　　　IχLio I = IχCI。1，1χLal=lχC2al
したがって, lZIを求めれば，leの変化のようすを知ることができる。




























第2-45図　Ｚの周波数特性; I Xci､1=1.1 I XL.､１




































　　　　　V =V-|-2 2 0×5.83　｡
　　　　　　　= 2800 + 1280 = 4082ボルト








































































= 0.418×0.0495 = 0.0207
いま，Iレf = 2. 0とすれば
　　　　S







































































































































































































































































































































































































































































































　Ｃ.Ｄ.Chil(押を初めとしてＣ. Ｅ. Fay.A.L. Samuel.W. Schock ley4Q
　およびＢ. Sal zberg.A. Ｖ.Ｈａｅ呻)らがその軌道方程式の解についての研
　究を行いI Smi th.Hartman叫ま電子。平行軌道をうるため。解析的な研
































































































































































































































































































































　　ベータト゜ン装置の電子エネルギＥｕ。Ｖを大きくするには. !･, Ho を大
　きく，一般にｒｏを大きくする必要がある。
　　いま，j＝KI ・ｒ。1.５～２　ｒｏ＝Ｋ２・亀。Ｖとすれば（8.8）式は
　　　　　( lacc )/?im＝10ｚ・/・ｅ ・Ki-r* ４^｀゛５Ho ( 1-n )/rn ｃ２
　　　　　　　　　　　ニ10χ ●j｀・ｅ・K3°EMeV*~'Ho(l-n:レｆｎｃ２（8.9）











　（3）高速に加速された後の　いわゆる幅射損( radiat ion loss )によ
　　などの　いろいろの原因によって　電子は　加速途中で失われる。この
　ように，最高のエネルギまでに　加速される電子の数は，加速管内に入射
















































- - ← ・
^MeV
一
一 { 0.2 6十( 3Hs rs ）２＋10‾8｝－0.51 （3.11）
　捕捉される電子は　入射ﾉﾘﾚｽ電圧の各瞬間のぶ子のエネルギと


























































































　　　　　ｘ゛（ｒi－ｒｏ）｛-δ｝i／h）　　　　　　　　　( 3. 1 2 )
　で与えられる。
　　こゝで，riは電子の測定軌道半径とす。
　　筆者の1 5MeV装置においては，磁束密度3 Ogauss のとき，電子が
























































































































































































　　　　　　　ak . F = const　　　　　　　　　　　　　(3.14 )






































６０ ３９ ８２ 1.2
４０ １７ ６ 2.8










































　　猫ニｒｏ〔-Vr十n Vro~^m ｓi”?十( n ^/^ ) 5m s i n tn∂〕
　最後の項は非常に小さいので無視すれば
　　猫十( l-n)xニ-To Sm ｓi・?　（3 2 0 ）
となる。
　( 3.2 0 )式は　電子の∂に関する運動方程式である。。
　この式の一般解は，
　　｀ニ〔ｒｏ紬ｓｈｌ叫／（?十ｎ－１）〕









したがって　( 3.2 1 )式と同様に
　　　ｘ＝〔ｒ。　
ｙ　
Sm　s in ( m∂十（ｚｍ）〕
　　　　　　　　ｍ＝０
　十〔Ａsin ( 1-n )
＝ｘａ＋Ｘ／｀
∂十Ｂ COS ( 1-n ) ∂〕





















Ｅｍ ゛ｒｏ si n （ｚｍ十ｊ
Ｅｍ °ｍ ro C OS　αｍ＋「
　　　　　　　－１５８－
　とな名。



















　　自由振動を小さくするには( 3.2 5 )式から与えられるＡ，Ｂを小さく
　する必要がある。









( 3.2 6 )
嗇＝Ｔの関係から磁場不整の
高調波成分それぞれに対して，電子銃の位置が　安定軌道から( 3.2 6 )
























































































































































































































































　　　　　ＨｏニＫ’Ｔ　　　　　　　　　　　　　　　( 3.3 2 )
　すなわち









































































































































































































































そのときの円周方向の磁界分布Ｈとすれば第３章の( 3.2 2 )式および























































































































































































　Ｂｅ窓，または, 0.5min厚さのTi窓を使った。他に, 0.0 3 mm厚さの
　Ni窓を使った例もある(8?筆者は　0.5mm～１ｍｍ程度のノーネプクス硬質
　ガラス窓を使って電子線出力を出す実験を行ったこともある。



























　とファラディゲージ( Faraday Cage )による電子流との相互関係につ
　いて報告している?それによれば1 7.3MeVでは１ｒ（レントゲン）は
　0.4 4×10T‘yｃｏｕloml?／1m2に等しく，これは2.7 5×I O^electron/c?
　の線束に　あるいは　7 6 0 eng/c?に相当する。
　　　　　　　　　　　　　　　　-189－
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0 ' -t ? 'i! J- / Ｚ　ｇ ？．七……’･tJぢﾝな/タ
　　　　７」く３ｼﾞﾐさ（ｐル）　‥・
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　において　Hfc = 11500gauss ，安定軌道上の磁極空隙間隔を４＝
　7 0 mmに設定する。


































































　　磁極を通る磁束は　安定軌道ｒ。= 1 4.5 cm　Ｈ。― 3 5 6 0 gauss　と
　すれば安定軌道の内側においては　第１章第５節圓－１より
　　　　　　　φo = 2 T To Ho
　　　　　　　　= 0.0 4 7wb

























　①　安定軌道上の｣二下磁極間隔ｊｇニ7 0mm　Ho°3 5 6 0 gaussである
　　から　この部分に必要な起磁力は
　　　第｀1章第３節[2]－5より



























































































　①　出力電圧　　　2.5 3 k V　　最大2.8 kV
　②　出力電流　　　5.3 A　　　　最大5.8 3 A
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ｘ線装置 ^oCo 192 j Ra



















































































































































































































































































































































































第5―3 9図　15MeVベータトロン（島津) , 2MoV Van de Graaf
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３ 電　力　料　金 210/1i 35kW ｌｋＷ当り６円
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